







































































































































まず 1984年から開始された学区制の緩和措置（藤井 1999: 404）があげられる。Trancart (1993 : 21,































たか、Trancart (1998) に基づいて数値的に検討したい 11）。
２.１　特定カテゴリーの生徒の分布が示す学校間格差





































生徒の特徴 1989-1990 1993-1994 1996-1997
平均 標準偏差 変動係数 平均 標準偏差 変動係数 平均 標準偏差 変動係数
２年以上の落第経験者 11.6% 6.6 56 7.3% 5.2 71 5.2% 4.3 82
「恵まれない」環境 46% 14.8 32 43.2% 16.7 39 42.3% 17 40






かる。また、これら 150校のうち、104校までが 1994年と 1997年で同一であり、しかもパリ、リ
ヨン、マルセイユという大都市郊外等、特定地域に集中する傾向がある。
表２．全国平均／「恵まれない」150校の特定カテゴリー生徒の分布比較
年度（全国平均/150校） 2年以上の落第経験者 「恵まれない」環境 外国籍
1994年（全国平均） 7.3% 43.2% 8.2%
1994年（150校） 21.5% 68.6% 41.2%
1997年（全国平均） 5.2% 42.3% 6.9%
1997年（150校） 17.0% 69.3% 36.0%
Trancart (1998:47) からタイトル、項目名を翻訳して部分的に引用。
ここまで取り上げてきた特定カテゴリー生徒の特定学校施設への偏在は、Trancart (1998) の調査
年度以降どのように変化しただろうか。Thomas (2005: 106-107) は 2003-2004年度の調査に基づいて、
以下のようなデータを提示している。
（１）「２年以上の落第経験者」は、下位 10%の中学校ではまったく存在せず、下位 25%の中学





学校まで拡大しても 1.6%未満しか存在しないのに対して、上位 10%の中学校では 13.2%超
の生徒がこのカテゴリーに属する。

















Thomas (2005: 108) はさらに、第６学年入学時における学力テストの平均点と「恵まれない」生徒
の割合との相関を検討した。これらの値の相関係数は-0.7であり、予想されるように強い負の相関が
あることがわかる。




生徒の諸特徴との相関に関するデータは Thomas (2005) では示されていない。
２.２　教員・カリキュラムに関する学校間格差
中学校における学校間格差のもう一つの側面に、教員構成やカリキュラムの問題がある。
Trancart (1998 :49) によれば、各学校が十分な資格を持たない「補助教員（maître auxiliaire）」に



























































































第６学年生徒の特徴 集中度 「目的別」クラスを設置 SEGPAを設置して
している学校の割合（%） いる学校の割合（%）
２年以上の落第経験者 上位 25% 42.6 34.7
下位 25% 25.6 22.6
「恵まれない」環境 上位 25% 50.2 40.0 
下位 25% 20.3 17.5
外国籍 上位 25% 46.2 34.3
下位 25% 24.5 21.8
全国平均 ― 33.0 28.3
Thomas (2005:109) からタイトル、項目名を翻訳して部分的に引用。
表６．に掲げたデータは、特定カテゴリーの生徒が集中する学校施設が、学習遅滞生徒に対する対









































































































































































































































































































































































年代の初めにかけて、普通・技術高校進学者が大幅に増大した（Esquieu 1996、Trancart 1998: 50参
照）。
５）フランス文部省（Minstère de l’éducation nationale）の 1992年の監査報告（Rapport de l’Inspection





に進学せず、就職コースに進んだ。就職コースには「職業適性証（CAP : Certificat d’aptitude profes-
sionnell）」の取得を目指すコース、二種類の「職業準備学級（CPPN : classe pré-professionnelle de
niveauおよび CPA : classe préparatoire à l’apprentissange）」があった。このうち、「職業適性証」取得
コースは 1985年から徐々に縮小・消滅し、その代わりに生徒たちは高校進学につながる技術課程の第




とである。Trancart (1993 : 24) によれば、「職業適性証」コースおよび「職業準備学級」に進む生徒の
学校間格差を示す変動係数は、1980 年にはそれぞれ 55.2 と 71 であったのに対して、1990 年には
111.2と 145となり、いずれも二倍強に上昇している。実数において 10年間で５分の１をきるほどに
減少した就職コース在籍生徒の学校間分布の偏りは、同じ 10年間で二倍以上になっているのである。
































11）Trancart (1998) の内容を簡潔にまとめたものに Trancart (2000) がある。









中学校が 99校含まれる（Auduc 1997 :108-109, Auduc 2005 : 276-286, Messica 2005 : 24-27参照）。





14）Thomas (2005) が「目的別」クラス（sections « spécifiques »）と呼んでいるものは、第４学年教育援








クション終了後、職業高校に進む道もある（Baudier 2001 : 129, Auduc 2005 : 312-314参照）。




17）Felouzis et al. (2005) のうち、特定人種生徒の集中に関する数値的データと、調査の方法論については
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The evolution and present disparities among 
public secondary schools in France
Fumio ARAI
Abstract
The disparities among public secondary schools (collèges) in France have often been examined in
sociological researches of education. In fact, they have never ceased to increase since the mid eighties.
In this paper, we trace the evolution of the differentiation of public secondary schools in the years of
1980-1990. 
Under the educational policy which aimed at an 80% pass rate of the baccarauréat, the promotion
to a higher grade became easier, depending less strictly on the academic performance of the pupil. The
public demand for longer education was satisfied in that way. However, the mildness of the selection
system brought about an increasing number of “escapes” of pupils, belonging to the favoured classes,
who could find an alternative place to pursue their studies. Gaps between schools emerged, concentrat-
ing socially and academically disadvantaged pupils in particular educational establishments.
These gaps enlarged throughout the 1990s, and, in the present situation, the segregation of disad-
vantaged pupils is relatde to ethnicity. In other words, the gaps between public secondary schools are
characterized by the concentration in certain schools of pupils who are immigrants or from immigrant
families.
Keywords : French education system, public secondary schools, social inequality in education, school
choice, ethnic segregation,
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